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　『冨士三十六景　上総鹿埜山』は広重の没
後蔦屋吉蔵より出版された。
　坂を上ると江戸湾と富士の眺望が開ける。
馬上の女性も馬を引く者もその絶景に目を奪
われている。画面の中央付近に置かれた高い
樹木は、奥行きや起伏、道の曲がり角を表現
するときに、広重が構図によく取り入れるモ
チーフ。本図は白鳥神社の参道から富士を望
む。

「冨士三十六景　上総鹿埜山」
作者：歌川広重（初代）

今号の表紙
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令和２年度
上・工・下水道関係
政府予算（案）を聞く会

会員企業約90人が令和２年度予算の運用方針を聴講

令和２年度事業計画（案）について審議

ＪＩＣＡにおける民間連携事業について講演が行われた令和２年度予算（案）について審議

第65回企画委員会� （２月４日）

第86回海外委員会� （３月12日）第77回予算委員会� （２月14日）

各種委員会を開催

　２月18日都内で令和２年度上・工・下水道関
係政府予算（案）を聞く会を開催した。
　テーマ・講師は次の通り。

「水道関係予算（案）について」 「工業用水関連予算（案）について」 「下水道事業予算（案）について」

松村 達司　厚生労働省医薬・生活衛生
局水道課課長補佐

堀 宏行　経済産業省経済産業政策局地域経
済産業グループ地域産業基盤整備課課長補佐

山縣 弘樹　国土交通省水管理・国土保
全局下水道部下水道事業課企画専門官
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山の斜面に立ち並ぶ民家の町並み家島十景「監館眺望」から望む家島港湾

News Flash
子どもたちに水環境を教えたい　　2020年度ミス日本『水の天使』が決定

　１月20日に第52回ミス日本コンテスト2020（主催＝ミス日本協会）が開催され、2020ミス日本「水の天使」に
千葉県出身の大学生、中村真優（なかむら・まゆ）さん（21歳）が選ばれた。
　１月29日には協賛団体の一つである当連合会を表敬訪問し、宮﨑専務理事に「水の天使」就任を報告した。

日本下水道協会岡久理事長よりトロフィーを授与される中村真優さん（右） 就任報告のため、当連合会を表敬訪問した

を支えた施設を訪ねて

「島」の魅力と水道

水
シリーズ

（本文22頁）

現在も掲げられている不舎晝夜の石板 資料提供：佐賀市上下水道局水源地に掲げられた不舎晝夜の石板（当時） 資料提供：佐賀市上下水道局
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マネジメント時代の到来
～Ｗｉｎ-Ｗｉｎの官民連携～

公益社団法人 日本下水道協会
　理事長　　岡久　宏史

　最近、何事を行うにしても二つの「そうぞう力」、つまり、想像力と創造力が大事だと思っ
ている。
　そして、これらの力を高めるには、頭の柔軟体操が必要である。私の習慣になっている軽
い頭の体操は、目にした車の４桁ナンバーの数字を加減乗除により合計が10になるように計
算することだ。例えば、１，２，３，４であれば、１+２+３+４でもよいし、（２×３+４）×１
でもよい。頭の回転が少しは良くなった気がする。お暇な方は、「４，５，６，９」、「１，１，
５，８」にトライしてみませんか。
　さて、下水道事業についてである。マネジメント時代に突入した下水道事業のこれから
が非常に心配である。専門知識を持った職員の減少、施設の急速な老朽化、そして、人口
減少による経営圧迫、ヒト、モノ、カネの三重苦に直面しつつある。
　将来に向け、今後の下水道事業の適切なマネジメントを推進するためには何が必要か。
何が重要か。どうすればよいのか。想像力と創造力を駆使してこの難問に答えを出してい
かなければならない。
　その一つのカギとなるのは官民連携である。特に、民間企業力にかかっている。が、しか
し、その官民連携が官と民とが相互に満足した形で円滑に進んでいるか少々心配している。
　自治体が適切な官民連携手法を選択し、発注し、民間企業と契約が結ばれて業務が実
行されるが、官側からすれば果たして契約通りに業務が履行されているか大いに心配であ
ろうし、また、民側からすれば、業務遂行時に想定していない支障が生じた場合に官側が
適切な対応をしてくれるのか心配である。
　特に、コンセッションや包括的民間委託を採択すればコスト削減になるということが必
要以上に強調され過ぎると、請け負った民間企業が適正な利益を得られなくなるのではな
いかと懸念している。適切な積算による発注をしなければ、民間企業は下水道事業から撤
退する。そのような事態になれば下水道事業は立ち行かなくなる。
　ここでは、このような双方の心配事を解消するための方策を二つ提案したい。
　一つは、官民連携を支援する第三者的な専門機関の設置である。この機関は、自治体へ
のアドバイスをはじめ、発注支援、履行確認、業務の評価を行い、また、甲乙で疑義が生
じた場合には公正・公平に裁定する、つまり、双方のリスクを最小限に抑えることができ
る権限を付与された組織である。
　もう一つは、ビッグデータベースの整備である。施設や維持管理に関する情報が集約さ
れることにより、現状を定量的に把握し、将来を予測、そして、最適なマネジメント計画
を立てることができ、その結果、具体的な根拠に基づいた業務発注が可能になる。そのこ
とにより、不要なリスクの回避ができ、官民双方が納得した業務が遂行できる。
　官民連携を支援する第三者機関の創設と官民共に誰でも利用できるデータベースの整備
とを早急に実現すべきと思うが、如何であろうか。



１．はじめに
　高度経済成長時代の1970年代以降整備が進
んだ水道施設は更新時期を迎えつつあり、今
後、老朽化した施設の更新需要が急増するこ
とが見込まれる一方、人口減少等により料金
収入が減少していることから、将来にわたり安
全な水の安定供給を維持していく上で、水道
の運営基盤の強化が喫緊の課題となっている。
　また、昨年の台風第15号や第19号などの大
規模災害の教訓を踏まえ、ライフラインとし
ての水道施設の災害対策を一層強化していく
必要がある。
　平成30年に発生した西日本豪雨や北海道胆
振東部地震などにより、重要インフラの機能
に支障をきたすなど、我が国の経済や人々の
生活に多大な影響が発生したこと等を踏まえ
平成30年12月に「防災・減災、国土強靭化の

ための３か年緊急対策」がまとめられた。
　これらを踏まえ、令和２（2020）年度予算
では、水道施設の強靭化のため、頻発する災
害に備えるための重要度の高い水道施設への
停電・土砂災害・浸水災害対策、水道施設の
耐震化対策に必要な経費を計上した。
　さらに、令和元年10月１日に施行された改
正水道法に基づき、基本方針等の策定を始め、
広域連携、適切な資産管理及び多様な官民連
携の取組を進め、予算との両輪で水道事業の
基盤強化を推進することとしている。

２．水道施設整備関係予算
　水道施設整備に関する令和２（2020）年度
予算については、他府省庁計上分を含めて
606億円を計上した。
　内容としては、令和元年10月１日に施行さ

令和２年度上水道関係予算について

厚生労働省医薬・生活衛生局水道課

ト ピ ッ ク ス

　平成30年度補正予算からの防災・減災、国土強靱化のための３か年（2018年度～ 2020年度）
緊急対策の最終年度となる令和２年度の政府予算案が昨年12月20日に閣議決定し、本年３月27
日に成立した。
　台風などの自然災害などにより、上下水道施設の被害が相次ぐ中、防災・減災、国土強靭化を
目指し、国民生活の安全・安心を支える令和２年度の予算を関係各省に解説いただいた。
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予算の解説



れた改正水道法を踏まえて、広域連携の推進
役である都道府県が行う水道事業者等の人材
育成のための研修事業や技術者派遣による
ＯＪＴ事業に対して財政支援を行うほか、長
期的視野に立った計画的な資産管理（アセッ
トマネジメント）を行い、一般の水需要を踏
まえた事業規模の見直しに伴い、配水池や浄
水場等の統合整理を行う事業に対して財政支
援を行うこととしている。

　また、令和元年度補正予算においては214
億円を計上し、「防災・減災、国土強靭化の
ための３か年緊急対策」の拡充措置として、
停電・土砂災害・浸水災害対策を実施する計
画のある取水・浄水場の延長線上にある配水
場、ポンプ場への支援を行うほか、学校や福
祉施設等、公共性が高く社会的影響が大きい
施設に配水する配水支管の耐震化への支援に
必要な経費を盛り込んでいる。
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　この他に施設整備費以外では、通常災害に
より被害を受けた水道施設の災害復旧費に
3.6億円を計上するとともに、東日本大震災
により被害を受けた水道施設の災害復旧事業
に対し財政支援を行うため、復興庁に81億円
を計上した。

３．エネルギー対策特別会計
　環境省計上分として、上下水道施設への小

水力発電設備や太陽光発電設備等の再エネ設
備の導入、高効率設備やポンプのエネルギー
消費を制御するインバータ等の省エネ設備の
導入・改修を支援する「上下水道施設の省
CO2改修支援事業」（98.5億円の内数）を計上
した。なお、本事業は非営利法人等を介した
間接補助事業であり、４月中旬頃に交付要領
を公表、募集が開始される見込みである。

6

水団連　第143号 トピックス



１．令和２年度下水道事業予算
　下水道事業においては、激甚化する自然災
害に対応するための国土強靭化の取組や、厳
しい事業環境に対応した持続性向上の取組が
重要となっています。特に、平成30年７月豪雨
や東日本台風（令和元年台風第19号）など頻
発する豪雨災害を受けて、再度災害防止に加
え事前防災の観点も踏まえた計画的、集中的な
浸水対策を推進するため、個別補助事業の拡
充も含めた重点的な支援を行います。また下水
道事業の持続性向上を図るため、広域化やリノ
ベーションなどの取組への支援を強化します。
①�社会資本整備総合交付金及び防災・安全交
付金
　地方公共団体が行う社会資本整備につい
て、基幹的な事業や関連する社会資本整備、
効果を促進する事業等を一体的に支援するも
のを計上しています。　
　また、平成24年度補正予算より、「命と暮

らしを守るインフラ総点検・再構築」及び「生
活空間の安全確保・質の向上」に資する事業
を「防災・安全交付金」に一括化し、「防災・
安全」に対して重点的な支援を実施しています。
　令和２年度における社会資本整備総合交付
金及び防災・安全交付金は、表－１のとおり
で、下水道事業に係る費用は、それぞれの内
数となります。
　令和２年度予算では、臨時・特別の措置を
活用して「防災・減災、国土強靭化のための
３か年緊急対策」の３年目の対策に取り組み
ます。下水道事業としては、以下の６項目を
実施します。
１�．全国の内水浸水の危険性に関する緊急対
策：雨水排水施設の整備等
２�．全国の雨水ポンプ場等の耐水化に関する
緊急対策：下水道施設の水密扉の設置等
３�．全国の下水道施設の電力供給停止時の操
作確保等に関する緊急対策：非常用発電設

令和２年度下水道事業予算について

国土交通省水管理・国土保全局下水道部下水道事業課

表－１　社会資本整備総合交付金及び防災・安全交付金
� （国費　単位：百万円）

区　　分

令和２年度

前年度
（D）通常分

（A）
臨時・特別
の措置
（B）

合　計
（C=A+B）

対前年度
倍　　率
（A/D）

対前年度
倍　　率
（C/D）

社会資本総合整備 1,512,468 0.81 288,988 1,801,456 0.96 1,876,961
　うち社会資本整備総合交付金 727,746 0.87 34,906 762,652 0.91 836,374
　うち防災・安全交付金 784,722 0.75 254,082 1,038,804 1.00 1,040,587
＊前年度予算額は、通常分であり、臨時・特別の措置を含まない。
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備の設置等
４�．全国の下水処理場等の耐震対策等に関す
る緊急対策：下水道施設の耐震化等
５�．全国の内水浸水のソフト対策に関する緊
急対策：地下街を有する地区の内水ハザー
ドマップ作成等
６�．緊急輸送路等に布設されている下水道管
路に関する緊急対策：マンホール浮上防止
対策等
②�下水道防災事業費補助等
　大規模な雨水処理施設の計画的な整備や適
切な機能確保、河川事業と一体的に実施する
事業への支援等を行う下水道防災事業費補
助、民間活力を活用し下水道資源の利用等を
推進するため民間事業者への直接支援等を行
う事業や日本下水道事業団による代行事業を
行う下水道事業費補助、国が自ら行う技術実
証事業等を行う下水道事業調査費等の実施の
ために必要な予算について、表－２のとおり
計上しています。
　特に、下水道防災事業費補助については、
個別補助事業の拡充も含め浸水対策を強化す
るため、前年度より140億円増の244億円を計
上しています。
③�地方創生汚水処理施設整備推進交付金（内
閣府）
　平成28年４月の地域再生法改正により、内

閣府に「まち・ひと・しごと創生交付金」（地
方創生推進交付金）及びその一部として「地
方創生汚水処理施設整備推進交付金」が創設
されました。本交付金は、地域再生計画に記
載された、公共下水道、集落排水施設、浄化
槽のうち２以上の施設の総合的な整備を支援
するもので、令和２年度予算ではまち・ひと・
しごと創生交付金として1,000億円を計上し
ています。（地方創生汚水処理施設整備推進
交付金はこの内数）
④�その他計上予算
　上記以外の下水道に関する他府省計上予算
として、沖縄振興公共投資交付金（内閣府所
管）、東日本大震災復興交付金（復興庁所管）
があります。

２．令和２年度下水道事業予算に関する
新規事項等

（1）下水道防災事業費補助
①大規模雨水処理施設整備事業の創設
　一定期間に集中的な投資が必要となる大規
模な雨水処理施設について、計画的な整備や
適切な機能確保を図るため、概ね10年以内で
完了し、事業費が５億円以上の雨水処理施設
の設置又は改築を計画的・集中的に支援する
「大規模雨水処理施設整備事業」を創設します。
　これにより、平成27年度に創設した「特定

表－２　下水道防災事業費補助等
� （国費　単位：百万円）

区　　分 令和２年度 前年度 対前年度倍率
下水道防災事業費補助 24,447 10,408 2.35
下水道事業費補助 1,465 1,219 1.20
下水道事業調査費等 3,746 3,985 0.94

合　　計 29,659 15,611 1.90
＊四捨五入のため、合計は一致しない場合がある。
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地域都市浸水被害対策事業」、令和元年度に
創設した「下水道床上浸水対策事業」、「事業
間連携下水道事業」とあわせ、浸水対策に係
る個別補助事業は４種類となります。

（2）�社会資本整備総合交付金及び防災・安
全交付金

①�下水道広域化推進総合事業の拡充
　施設の老朽化や人口減少が進行する中、広
域化・共同化による事業運営の効率化をより
一層推進するため、「下水道広域化推進総合
事業」について、し尿処理場から下水道への
接続管渠等の整備を交付対象に追加する拡充
を行います。
②�下水道リノベーション推進総合事業の創設
　下水道リノベーションの取組を総合的に支
援するため、「下水道エネルギー・イノベー
ション推進事業」を改称して新たに「下水道
リノベーション推進総合事業」を創設し、リ
ノベーション推進計画の策定や防災拠点化に
必要な施設整備の追加等の拡充を行います。

（3）�下水道革新的技術実証事業（B-DASH
プロジェクト）新規実証技術

①�過疎地域の人口減少時や災害時に移設可能
な水処理技術
　可搬式タンクと短期間で立ち上げ可能な水
処理技術の組み合わせにより、過疎地域のダ
ウンサイジングや発災時の事業継続性の確保
等に貢献します。
②�中小規模処理場同士の広域化に資する低コ
スト汚泥減量化技術
　中小規模の拠点処理場においても導入可能

な汚泥処理技術の実証により、近隣に大規模
な汚泥処理施設が無い地域においても、汚泥
の集約化を進め、広域化を更に加速化します。
③�クラウドやAI技術を活用した効率的なマ
ンホールポンプ管理技術
　AI等を活用したマンホールポンプ運転の
最適化や故障を事前予測する技術により、適
正な点検頻度や更新時期の設定を可能とし、
マンホールポンプ管理の低コスト化、省力化
を実現します。

３．おわりに
　国土強靱化のための防災・減災対策、老朽
化対策や、持続性向上に向けた広域化・ＰＰＰ�
／ＰＦＩ、下水道リノベーションの推進など、
下水道事業が取り組むべき課題は多岐にわ
たっています。国土交通省としては、各地方
公共団体のニーズに応える制度改正を行うと
ともに、引き続き必要な予算の確保に努め、
将来を見据えた予算の重点化をさらに進めな
がら、事業の必要性・重要性について積極的
に発信して参ります。
　地方公共団体の皆様におかれましては、真
に持続可能な下水道事業を実現し、豊かで暮
らしやすい地域社会に貢献するため、ストッ
クマネジメントの徹底や、経営状況の見える
化、適切な使用料収入の確保のための取組等
を積極的に実施していただくよう、お願いい
たします。また、「防災・減災、国土強靭化
のための３か年緊急対策」については令和２
年度が最終年度となっておりますので、着実
な事業執行にご協力をお願いいたします。
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はじめに
　工業用水道は、我が国の産業活動に不可欠
な産業インフラであり、引き続きその安定的な
供給を確保することにより、地域の振興、地
域経済の活性化を図ることが必要である。ま
た、過剰な地下水汲み上げによる地盤沈下を
防止するため、地下水の代替水として、国土
保全の観点からもその整備を図る必要がある。
　そのため、地方公共団体又は地方独立行政
法人が行う工業用水道の布設（建設・改築等）
に要する費用に対して補助を行うほか、工業
用水道分野におけるＰＰＰ／ＰＦＩの導入を
促進するため、地方公共団体等に対して導入
を促進するための環境整備を行っていく。

１．工業用水道の役割
（1）地下水取水規制と工業用水道
　「工業用水法」（昭和31年）が制定され、指
定地域における地下水位の回復、地盤沈下の

沈静化等、かつて深刻な問題地域であった京
浜、中京、阪神、北九州等の既成工業地帯の
地下水汲み上げによる地盤沈下等の障害の問
題解決として、代替水を供給する方策が必要
となり、その手段として工業用水道の布設を
必要としている。
（2）産業基盤整備の一環としての工業用水道
　道路、港湾等と並んで産業インフラとして
位置づけられ、「工業用水道事業法」（昭和33
年）の制定後、豊富低廉な工業用水の供給に
よる均衡ある国土開発及び工業の再配置か
ら、我が国経済の発展及び工業の健全な発展
に寄与している。
（3）ライフラインとしての工業用水道
　阪神・淡路大震災（平成７年）において、
被害を受けた工業用水道施設は、防災基本計
画において上下水道、電気、ガス等とともに
ライフライン関連施設として位置づけられ、
より一層の安定性が要求されている。

令和元年度補正予算及び令和２年度予算の総括表
� （単位：百万円）

項　　　　目 令和元年度
予　算　額

令和元年度
補正予算額

令和２年度
予　算　額

工業用水道事業費
［経済産業省 計上分］ 公共 2,985※１ 700 2,995※１

水資源開発事業費
 ［国土交通省 計上分］※2 公共 178 0 168

工業用水道事業における
ＰＰＰ／ＰＦＩ促進事業 非公共 101 0 70

合　　計 3,264 700 3,233
※１　うち臨時・特別の措置　1,000百万円を含む。
※2 　［国土交通省計上分］は、経済産業省に予算を移し替えて執行

令和２年度工業用水道関連予算について

経済産業省経済産業政策局地域経済産業グループ地域産業基盤整備課
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２．令和元年度補正予算　
　令和元年台風15号や台風19号等による工業
用水道施設への被害を踏まえ、施設の更新・
耐震化に加え、電源喪失や浸水被害を防止す
るための施設・設備への更新等も新たな課題
になっている。
　このため、こうした課題への対策を加速化
させ、防災対応力強化を図るため、工業用水
道施設の電源喪失対策等を推進し、工業用水
の安定供給の確保対策の加速化を図るため、
令和元年度補正予算を予算措置した。

３．令和２年度予算
　地方公共団体等の工業用水道事業者が健全
な経営を維持しつつ、施設の更新・耐震化に
適切に対応できるよう、「工業用水道施設更
新・耐震・アセットマネジメント指針」に基

づく更新・耐震化計画の策定を促し、その取
組状況等を踏まえた上で、国が事業費の一部
を補助する。
　そのため、令和２年度政府案額では、経済
産業省計上分2,995百万円に、国土交通省計
上分168百万円を合わせて3,163百万円を計上
した。
　このほか、工業用水道分野における公共施
設等運営権方式（コンセッション方式）を主
体とした、ＰＰＰ／ＰＦＩの導入を促進する
ための環境整備を目的とした予算として、70
百万円を計上した。

おわりに
　今後とも工業用水道施策の推進等への関係
各位の皆様のご理解とご協力をお願い申し上
げます。
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１．はじめに
　首都圏の安全・安心の向上のため大きな役
割を担う八ッ場（やんば）ダムは、この4月
から管理に移行し、下流地域の治水・利水等
を目的とした運用を開始しました。
　ここに至るまでには、長野原町・東吾妻町
及び群馬県をはじめとして、共同事業者でも
ある下流都県等の関係機関、そしてダム本体
のみならず生活再建など全てのダム関連工事
に携わっていただいた工事・業務関係者など、
多くの皆さま方のご理解とご協力がありまし
た。心から厚く御礼申し上げます。
　その中でも特に、苦渋の選択をしていただ
き、先祖伝来の大切な“ふるさと”の土地をご提
供いただいた方々をはじめとして、地元の皆
さまには改めまして深く感謝を申し上げます。

２．事業の目的・経緯
　八ッ場ダム建設事業は利根川の支川吾妻川
（流域面積：約1,356㎢）中流部の群馬県吾妻
郡長野原町、東吾妻町に多目的ダムを建設す
る事業であり、洪水調節、流水の正常な機能
の維持、水道及び工業用水の供給並びに発電
を目的としています。その規模は、堤体につ
いて堤高116m、堤頂長290.8m、堤体積：約

100万㎥、貯水池は湛水面積約3.0㎢、総貯水
量は1億750万㎥です。
　戦後間もない昭和22年に発生したカスリー
ン台風による首都圏の大規模浸水被害を契機
に、水系全体の治水計画改定の中で位置付け
られ、昭和27年に予備調査に着手して以来、
昭和・平成・令和の3つの時代を経て、今年3
月に完成しました。

（1）ダム本体工事
　本体工事については、平成26年8月に清水・
鉄建・IHI異工種建設工事共同企業体（JV）
と契約を締結し、翌27年1月から掘削工に着
手、28年6月からコンクリート打設を開始し
ました。夏冬、昼夜の気温差の大きい、また
地形的にも急峻な現場において、一日も早い
打設完了を目指し、かつ永く管理運用してい
くための品質管理と合わせ、24時間施工、厳
冬期における寒中コンクリート打設、“生産
性革命”に沿った新技術の導入などにも発注
者・受注者一体となって積極的に取り組んで
きました。その成果として、約100万㎥に及
ぶ堤体積にもかかわらず打設開始から3年足
らずという短期間での完了を実現しました。
　昨年10月1日からは試験湛水を開始しまし

八ッ場ダムの運用開始
～首都圏の安全・安心、そして水源地域を元気に～

国土交通省関東地方整備局 
元・八ッ場ダム工事事務所所長　朝田　将
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た。直後に発生した台風第19号（令和元年東
日本台風）に伴う出水では、最大で約2,500
㎥ /sに及んだ流入量のほぼ全て、合計約7,500
万㎥（10月11日2時～ 13日5時まで、数字は
速報値）の洪水を貯め込み、結果、ダム貯水
池の水位は約54ｍ上昇しました。その後、15
日には平常時最高貯水位（T.P.583m）に到
達し、貯水率が100％となりました。その後
の水位降下中も、ダム堤体、基礎地盤及び貯
水池周辺地山斜面などに特段の異常はなく安
全性を確認できたことから、今年3月に試験
湛水を終了したところです。
　台風19号出水では、八ッ場ダム（試験中）
を含む利根川上流ダム群において、約1億
4,500万㎥の洪水を貯留しました。これによ
り、利根川の治水基準点である八斗島（やっ
たじま）地点（群馬県伊勢崎市）では、約1ｍ（速
報値）の水位が低下したものと推定されます。
　低平地の広がる関東平野を貫き、河川延長

の長い利根川の治水対策を考える上で、河川
改修だけで全体としての氾濫ポテンシャルを
下げることは現実的でなく、これまで長い年
月をかけて進めてきた貯めもの（ダム、遊水
池）も含めた総合的な治水対策が効果を発揮
したと云えます。また、利根川上流において、
野球に例えて奥利根（本川筋）がライト、烏・
神流川筋をレフトとすると、不在だったセン
ター（吾妻川筋）の位置に守備範囲（集水面
積）の広い八ッ場ダムが座したことになりま
す。今後、気候変動による豪雨の更なる頻発
化・激甚化がほぼ確実視されており、どこに
ボール（雨）が飛んでくるか分からない状況
の中で、首都圏にとってまさに心強い用心棒
が完成したとも云えます。
　利水面では、八ッ場ダムの非洪水期利水容
量は9,000万㎥を有しており、完成により首
都圏の水がめでもある利根川上流のダム群の
合計容量は約2割（非洪水期：約5億㎥→約5.9
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億㎥）増加しました。前回東京オリンピック
が開催された昭和39年には「東京オリンピッ
ク渇水」「東京砂漠」と称される大規模渇水
が発生し、社会に大きな影響を及ぼしました。
当時（約0.5㎥）と比較すると、八ッ場ダム
も含めた利水のための合計容量は約12倍の増
加となります。残念ながら延期とはなりまし
たが、半世紀余りを経て開催される東京オリ
ンピック・パラリンピック。世界に向けて我
が国が再躍動するこの機会を目前に、利水面
でも頼りがいのある用心棒が生まれたと云え
ます。
　※�利根川上流ダム群：矢木沢ダム、奈良俣ダム、

藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、下久保ダム
および八ッ場ダム

（2）生活再建、地域振興
　地域の皆さまに多大なご苦労をおかけして
きた経緯も踏まえ、事業の大きな柱として生
活再建・地域振興に取り組んできました。元々
この地域は上州と信州を結ぶ要路にあり、さ
らには奥座敷の草津温泉の存在もあり、過去
から多くの人々が行き交い、暮らしを営む中
で文化を形成してきたところです。そこに
100mを超える大規模ダムを建設するがため
に、多くの方々に移転をお願いするなど、多
大なご迷惑をお掛けしてきました。
　新たな居住の場については、先祖伝来の住
み慣れた土地に住み続けたいという多くの
方々のご意向を踏まえ、既存集落を現在より
山側に移転代替地地区となる平場を造成し、
地区単位で移転する「現地再建方式（ずり上
がり方式）」を実施することについて地元の
方々や関係機関と永年にわたり話し合いを進

めながら合意し、これまで水没が余儀なくさ
れる5地区において移転代替地地区を整備し
ました。水没予定地と関連施設の移設に伴い、
約470世帯に移転いただきました。
　交通基盤については、基幹施設となるJR
吾妻線（約10.4㎞）及び国道145号・県道（約
22.8㎞）等の移設を行いました。水源地域対
策特別措置法等の制度も活用して整備した地
域高規格道路・上信道の先行整備区間（八ッ
場バイパス）は、県西部の基幹ネットワーク
を担い、草津・軽井沢等へのアクセス向上に
大きく寄与しています。
　また、受益地でもある下流都県のご支援を
いただきながら地域振興のための各種施設も
整備されており、平成25年にオープンした道
の駅「八ツ場ふるさと館」は、周辺の豊かな
自然や建設中のダム見学などのツアー企画、
独自のダムカレー、ダムカレーパンが注目さ
れるなど経営努力も実り、年間100万人近い
方々に利用されて賑わいを見せています。
　八ッ場ダムへの理解を深めていただくとと
もに、地元の川原湯（かわらゆ）温泉や名勝・
吾妻峡のほか、周辺の草津温泉、浅間山、軽
井沢などの観光資源と合わせて人を呼び込む
ことが地域の元気につながるものと考え、広
報活動にも取り組みました。
　平成29年4月に日本一のインフラツーリズ
ムを目指して開始した“やんばツアーズ”。年
間目標参加人数を対前年度10倍の3万人と設
定し、商品開発・体制を強化して取り組んだ
結果、約2.9万人の方々に参加いただき、お
おむね目標を達成しました。更に強化を図っ
た昨年度は、約5.5万人（対平成28年度比で



15

八ッ場ダムの運用開始　～首都圏の安全・安心、そして水源地域を元気に～

約20倍）に達しました。また、自由に見学で
きる展望場としてダムサイト付近に設置した
“やんば見放台（みほうだい）”には、平成27
年9月の開設以降、約80万人（令和元年度は
30万人超）にご利用いただいています。
　これらの誘客と連動して、すでに地域では、
地区を越えた観光・産業振興のための連携と
して地元商店、旅館等におけるダムカード提
示による割引サービスも始まりました。さら
に、昨年には地元住民主催の有料ツアーも行
われ、各回定員を大きく上回る方々に参加い
ただくなど、自らの力で地域の活性化に向け
た取り組みが行われています。
　4月に開所する八ッ場ダム管理支所には、
新しく生まれ変わった「なるほど！やんば資
料館」を併設し、ダム建設の歴史や技術、周
辺地域の情報などを紹介していきます。また、
ダムの天端は、眼下にダム下流の吾妻峡と上
流の八ッ場あがつま湖が広がる新たな視点場
を提供します。さらに、「なつかし あたらし 
川原湯温泉」など元々あった観光資源に加え、
吾妻峡では旧ＪＲ吾妻線敷を有効活用して
“新緑・紅葉のトンネル”を抜ける自転車型ト
ロッコが始まります。加えて、新たに誕生し
た湖面では群馬県初となる水陸両用バスのほ
か、観光船やカヌー、バンジージャンプなど
を楽しむことができるようになります。

３．終わりに
　「台風19号から八ッ場ダムは利根川を救っ
た。しかし、この言い方は正しくない。正し
くは、ダムとともに地域の犠牲と理解のあっ
たこの八ッ場という地域が救った。だから、

みんなでこの八ッ場を応援したい。」これは、
NHKの特集番組（3/13放映、群馬ローカル）
の中で群馬大学の清水義彦先生が仰った言葉
です。台風19号が通り過ぎた翌日、地元を回っ
ている際に移転者等の皆さんから「おめでと
う」といった声を掛けていただきました。何
かもやもやした思いを胸に目の前の試験湛水
を進めてきましたが、完了間もないタイミン
グでこの言葉に触れ、自分の中で全てが整理
できた気がしました。長年にわたりダムと向
き合い、振り回されてきた中でも、将来世代
のため、次の新しい地域づくりに汗をかいて
おられる地元の方々に、むしろ感謝の気持ち
でいっぱいです。誠にありがとうございました。
　この地域に造らせていただいた八ッ場ダ
ム。今後も堤体や貯水池斜面等の維持管理を
しっかりと行い、ダムの機能を最大限発揮で
きるよう取り組んでまいります。一方で、次
年度も一部継続する生活再建等に係る工事を
着実に進めて「本当の意味での完成」を目指
します。さらに、地域の活性化とともに“八ッ
場”ブランドが向上するよう、主役である地
域の皆さまの頑張りをしっかり支援してまい
ります。
　皆さんも元気な八ッ場地域に足を運んでく
ださい。これからも、たくさんの方々の来訪
をお待ちしております。
　※�ダム堤体内に整備されているエレベーターは、

ダム下流の苑地や発電施設等の工事の影響で
当面の間利用できません。また、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対策により、施設等の公
開が延期となる場合があります。今後、利根
川ダム統合管理事務所ウェブサイト等のお知
らせをご確認いただきますようお願いします。
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水団連　第143号 情報ファイル②

情報ファイル 2

１．旭川市の概要
　旭川市は、北海道のほぼ中央に位置する、
人口約33万４千人の中核市です。
　気候の特徴に、夏と冬の寒暖の差があげら
れ、令和になってからも、８月２日には33.3℃、
年が明け２月９日には−25.7℃を観測してお
り、その差は59℃にも達します。
　また、降雪量も多く、２月頃の平均積雪深
は90cmにもなり、家屋は雪に覆われます。
　このような積雪寒冷地においては、凍結防
止のため、管路を深い位置に埋設する必要が
あり、給水の引き込み管は１ｍ～１ｍ40cm
以上の土被りを確保しなければなりません。

２．旭川市水道局の水道メーターと課題
　旭川市では、水道メーターの検定満期取替
の大規模な土工作業を解消するため、特殊工
具による簡易な着脱が可能である単接続型水

道メーターを開発し、昭和50年代後半から、
経済性と作業効率を向上させてきました。
　しかし、安価な汎用型水道メーター（以下
「翼車型」という。）の簡易着脱装置が普及し、
土工作業を伴わない取替が一般的となり、本
市でも、平成９年度からは新設工事において、
翼車型を採用することに変更しました。
　現在の設置数と割合は、単接続型が約９万
台で、全体の65％を占め、翼車型は約５万台
の35％となっています。しかし、複数のメー
ター型式の管理は複雑であることから、単接
続型を廃止し、翼車型へ統一することを検討
しましたが、工事費用が高額となるなど、費
用対効果は見込めませんでした。

３．単接続型の有効利用と自動検針実証
実験

　単接続型は設置数も多く、取替作業が簡易
であることから、継続使用することの有効性
を検証することとしました。
　そこで、現有メーターは、平成11年度から
の取り組みで、ほぼすべてが電子式であり、
冬期の検針業務に対応して、隔測表示器も設
置していることから、当該設備が、将来的に
導入の検討が必要と思われる自動検針に対応

～寒冷地で開発した水道メーターの活用～
LTE-Mによる自動検針実証実験

旭川市水道局　上下水道部 
管路管理課長　松田　守正

単接続型水道メーターと特殊工具

装着状態 取り外した状態
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～寒冷地で開発した水道メーターの活用～　LTE-Mによる自動検針実証実験

可能かを確認する作業に着手しました。
　まず、機能面では、流量積算値や瞬時流量
の表示が可能であることから、必要データの
確保は十分であり、隔測表示器からそれらの
データを送信する装置を取り付け、そのデー
タを受信・処理するシステムを構築すること
で、自動検針化は可能と確認できました。
　次に、本市の既存電子式メーターの仕様を
確認したアズビル金門株式会社から、株式会
社NTTドコモが提供するLPWA通信技術の
一つであるLTE-Mを利用した自動検針の実
証実験についての提案があり、本市がフィー
ルド提供することで３者の共同実証実験が開
始されることとなりました。

４．実験内容
　自動検針の実証実験では、既存の単接続型
電子式水道メーターの隔測表示器に、
LTE-M通信に対応した端末伝送装置を接続
し、検針データをクラウドサーバへ伝送・格
納します。旭川市水道局からは、インターネッ
トによりクラウドサーバへアクセスすること
で検針データを常時確認することができま
す。また、双方向通信機能により、随時検針

も可能です。
　検針データの回収は、10月下旬から市街地
の５箇所において、１日１回の通信から開始
し、２か月を経過した12月下旬からは、厳冬
期の通信状況を詳細に検証するため、１時間
に１回の通信に変更しました。さらに、１月
中旬には、より厳しい気象条件である郊外の
３箇所（うち２箇所は２月９日に−36.0℃を
記録した地区）を追加し、現在は８箇所を対
象に実験を行っています。

検証項目
・従来の目視検針との比較による業務効率
・積雪等気象条件の変化によるLTE-M通信品質の評価
・LTE-Mの双方向通信機能を利用した随時検針の有
用性

・単接続型電子式水道メーターが検知・出力する漏
水アラーム情報の活用

・日ごとに収集された検針データの新たな利活用

５．今後の展望
　実証実験は現在のところ順調に進んでお
り、随時検針や検針履歴を水道局の端末機で
確認できることは顧客サービスの向上に有効
と考えられます。今後は、異常検知によるア
ラーム情報の検証や、通信不良の発生につい
て気象データとの照合など、原因究明作業を
進める予定です。
　自動検針のデータについては、既に独居高
齢者の見守り活動・漏水の早期発見・給水量
分析の精度の向上・配水コントロール計画の
基礎データとしての活用など、具体的な取り
組みも研究されてきています。
　今後も、他都市における先進的な取り組み
を参考にしながら、業務の効率化と経済性の
向上を実現するため、自動検針化に関する検
討を継続していくこととしています。自動検針実証実験イメージフロー
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水団連　第143号 情報ファイル③

情報ファイル 3

１．事業導入の経緯
　須崎市では、昭和51年度に下水道事業に着
手し、平成７年度に終末処理場の供用を開始
して、これまで約45haの管渠整備を行って
いる。近年では、人口減少に起因する使用料
収入減や職員の減少に加え、老朽化施設の改
築や地震・津波・豪雨対策等の多くの課題に
直面しており、平成25年度には「高知県下水
道経営健全化検討委員会（内閣府支援事業）」
において、「現在のまま推移すると下水道事
業の持続が困難になる」ものと指摘された。
　須崎市のインフラは規模が小さいため、複
数の管理業務を束ねることによって業務を効
率化できる余地があり、民間の創意によりこれ
を実現できる可能性が高いものと考えられた。
そこで、当社代表企業を
含む民間グループでPFI
法第６条に基づく民間提
案（コンセッション等）
を行い、平成28年度に市
が実施した「須崎市公共
下水道等運営事業の事業
手法及び事業化検討調
査」において提案の有効
性が認められた。その後、

平成30年８月に「須崎市公共下水道施設等運
営事業」として事業者公募が開始され、平成
31年２月に優先交渉権者として株式会社クリ
ンパートナーズ須崎（以下、ＣＰＳという）が
選定された。令和元年12月に実施契約を締結、
令和２年４月に運営事業開始の運びとなった。

２．対象事業と事業方式
　当事業は、公共下水道施設周辺のインフラ管
理業務をパッケージ化（バンドリング型）し、
契約手法もコンセッション、包括的民間委託、
仕様委託を組み合わせた複合型契約を成してい
る。義務的事業の対象範囲は下表のとおりである。
　本事業に係る必達目標は「下水道の経営改
善」であり、これを達成するための事業企画

高知県須崎市コンセッション方式による
事業運営開始

株式会社　クリンパートナーズ須崎 
企画管理部長　高井　敦紀

表　対象事業と事業方式（義務的事業）
対象事業 事業方式

下水道

経営関係
・下水道計画関連業務
（汚水処理構想、事業計画策定、
ストックマネジメント計画等）
・会計関連業務、事務支援業務 公共施設等運営事業

下水道管渠（汚水）
約10km

経営、企画、維持管理
（巡視・点検、清掃、修繕）

終末処理場　１ヵ所 経営、企画、維持管理
（維持、修繕）

・�令和２年４月１日～令和６年９
月30日（予定）の期間は包括的
民間委託。以降、公共施設等運
営（B-DASH実証実験施設含む）

雨水ポンプ場
５ヵ所 保守点検 委託（仕様発注）

下水道管渠（雨水）
約12km 維持管理（維持、修繕） 委託（仕様発注）

漁業集落
排水処理
施設

排水処理施設（浄化槽）
（中継ポンプ施設含む）維持管理（維持、修繕） 包括的民間委託（管渠は含まない）

クリーンセンター等（再資源化処
理施設、一般廃棄物最終処分場） 運転管理、維持管理（維持） 包括的民間委託



19

高知県須崎市コンセッション方式による事業運営開始

（企画調整）ならびに企画を具体化するため
の計画案作成業務が義務的事業に含まれると
ころが特徴的である。このほか民間発意によ
る附帯事業や任意事業も事業範囲に含まれる。
　また一方、広域連携施策により須崎市が近
隣団体のインフラ管理業務の執行権を持つこ
ととなり、ＣＰＳが一体的に管理したほうが
相当効率的な場合には、ＣＰＳが当該管理業
務を受託できる契約となっている。

３．ＣＰＳの運営方針
　ＣＰＳは、令和２年４月１日から令和21年９
月30日までの19.5年にわたる下水道施設の運営
権を得て、「下水道資産を最大限に活用した多
用な収入増加策の導入」と「地域インフラを含
めた維持管理体制の効率化による経費削減」
等を柱とした様々な施策を実践する方針である。
3.1　下水道事業の抜本的な経営改善を推進
　一般会計からの繰入れを抑制して自立した
運営形態を構築していくことが須崎市下水道の
喫緊の課題のため、現行の延長線上で事業を
運営することは困難であるとの認識にたち、あ
らゆる手段を考慮して抜本的な経営改善に貢

献できるよう努める。具体的には、自ら事業企
画（企画調整）を行い、多様な収入増加策の
導入等に取り組み、経営必達目標である経費回
収率30%以上（事業期間終了時）を実現してい
く（事業期間中の使用料体系の見直しは非考慮）。
3.2　�長期的に複数インフラの管理を担い地

域に貢献
　コンセッションの自由度を活用し、各事業
の連携効果を最大限に発揮できる管理体制を
構築する。これによって、運転管理、維持管
理業務の効率化ならびにリスク対応力の向上
を図るほか、須崎（高知）の多種多様なイン
フラの管理を長期的に担いうる地域企業・人
材の育成も企図する。
　また、地域内での雇用を通じ、市民の皆様
よりいただいた利用料金を地域内に循環させ
るとともに、下水道資産を活用した付加価値
創造型事業の企画を行い、人と技術を須崎市
に集める地産地消型の事業を構築する取り組
みを推進する。
3.3　�業務品質の継続的改善とフレキシブル

な新技術の導入
　長期にわたり運営権をもつことになるた
め、最新の技術動向には常に目配りし、品質
向上やコスト削減、付加価値創造等に寄与で
きる新技術の導入を柔軟に進める。
　小規模事業であるため、技術導入が安価と
なる場合もあり、また、導入効果の検証が容
易となるメリットがある。特に下水管渠の劣
化調査においては、ドローンを活用したスク
リーニング調査を実施することにより、調査
の効率化によるコスト縮減に繋がる可能性が
あるため、導入に向けた検討を行う。

  

 

 

 

  

 
 
  

 

 
 
  

 

 
 
  

 

 
 

図　自治体の使用料単価と汚水処理原価の分布
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好天に恵まれた日産スタジアム�
　「第34回下水道職員健康駅伝大会」が２月

１日（土）、横浜市の日産スタジアムで開催

された。北は北海道、南は九州までの下水道

関係者が参加したほか、総務省・国土交通省・

環境省の職員など355チームがエントリーし、

3,000人を超える下水道関係者がスタンドを

埋めた。

　当日は最高気温13.3度と２月の中でもかな

り暖かく、ランナーも応援も熱気に満ちたも

のとなった。

水の天使も参加�
　水の天使チームは今年も出場。2020ミス日

本「水の天使」に選ばれた中村真優さんをは

じめ、2019西尾菜々美さん、2018浦底里沙さ

んも参加し、スタジアムを駆け抜けた。ラン

ナーとして走る中、観客の声援に手を振って

応える一幕もあった。

　また、事業体のマスコットキャラクターを

はじめ、現場作業着やセーラームーンの衣装

を着た仮装チームも出場し、大会を大いに盛

り上げた。

3,000人超の参加者が日産スタジアムに集う スタジアムを駆け抜ける「水の天使」中村真優さん

ル　ポ

被災を乗り越え、
広島県坂町が初優勝!!

第34回下水道職員健康駅伝大会
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第34回下水道職員健康駅伝大会

「チーム」で難局に立ち向かう�
　昨年のラグビーワールドカップの決勝戦が

日産スタジアムで行われたこともあり、今年

は「チーム」に言及する場面が多く見られた。

　優勝した広島県坂町の吉田隆行町長は「皆

が目標を共有しチームワークで頑張った」と

選手を労った。また町のOBは、３年前の西

日本豪雨の被災について言及し、「国や地方

自治体の援助のおかげで町民のみんなが前を

向いて歩いてゆけた」と連携への感謝を述べ

た。

　そして閉会の言葉では、小林正幸横浜市環

境創造局長が、業界全体が「チーム下水道」

として難局に立ち向かってゆこうと呼びか

け、大盛況のまま締めくくりを迎えた。

　ランナーの家族や仲間が一緒になってお昼

を食べたり、準備運動を手伝ったりして大会

は終始和やかな雰囲気で進行した。皆で大会

を楽しもうとする姿も「チーム」と呼んで良

いのかもしれない。

� （水道産業新聞社・稲垣邦博）

大会を盛り上げた事業体のマスコットたち 坂町の皆さんでアンカーを胴上げ

優勝した「坂町役場選抜チーム」

駅伝順位表
順位 チーム名 タイム

1 坂町役場選抜チーム（広島県坂町） 39：07

2 金鯱（名古屋市） 40：16

3 アクアンA（横須賀市） 41：06

〃 シズオA（逗子市） 41：06

5 さいたま市Sチーム（さいたま市） 41：12

〃 かばのだいちゃん（横浜市） 41：12

7 カッピー君（川崎市） 41：42

8 立川がちょうくらぶA（東京都） 41：50

9 本局山の神チーム（東京都） 42：24

10 イースト・ワン（東京都） 43：19
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水団連　第143号 シリーズ　水を支えた施設を訪ねて

佐賀市水道事業の黎明

　本市の水道事業計画は、明治24年に始まっ
たとされている。当時、内務省の技師による
調査も行われたが、伝統的に潤沢な河川飲用
の風習があり、市民側の機運や財政上の理由
から実現することはなかった。
　その後、伝染病の流行による上水道への要
望が高まり、明治45年の水道調査結果を受け、
大正元年、市会において、地下水式水道によ
る水道設計案等が全会一致で可決された。
　なお、当時の川の水の不衛生さを物語るも
のとして、佐賀市水道誌には、「該支流は（中略）
緩流なるに、塵芥の流滞を絶たず、風呂其他

の下水は用捨なく該河川に流下し、如何にも
飲料として危険の感あるものなるに…」「一種
異様の臭気を帯び、濾過或は煮沸等の人力を
用ふるも使用に堪えざる悪水なるに、因習の久
しき之をしも善良なる飲料水として使用し、深
き注意を到さざるの感あるは意表の外にして、
将来実に恐るべき悪果の襲来を予期せざる可
らざるやを憂ふるものなり。」との記載がある。
　ところが、市民の間に水道布設反対運動が
起き始め、検挙者が出るまでに発展した。ま
た、さく井式水道が日本初の試みであったこ
とから、内務省でも慎重な審査となり、認可
取得に期間を要するなど、本市水道事業の夜
明けは長いものとなった。
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日本初のさく井式水道施設群

“日本初”のさく井式水道の始まり

　大正３年には反対運動も沈静化し、認可も取
得できたことから、水源地の創設工事に着手し、
大正５年、給水の認可を得て、給水を開始した。

　なお、水源地の一つは、水量は豊富であっ
たものの、アンモニアが多く含まれ、飲用に
は不適であるとして、場所を変更して掘り直
している。しかし、当該水源地の湧水量が年々
減少してきたため、水質不良により廃井とし
た当初の水源地を改良し、復活させた。その
際、水質対策として「ばっ気塔」を建設し、
アンモニアを有機物処理することで飲用に適
する水質とすることができた。ばっ気搭は、
水塔の下に２つの滝壺があり、この水塔から
水を落下させ、大気と接触させることで臭気
の発散及び酸化させた後、滝壺内に充填させ
た鉱物の中を通過させアンモニアを除去する

ものである。滝壺の鉱物を通過した水は、も
う一つの壺から湧出させている。

河川式水道への転換

　既設さく井の湧水量減少に対し、さく井の
改良・新設で対応を行ったが、増え続ける給
水人口による使用水量の増加に対応できない
状況となっていた。昭和24年頃には１日２時
間ずつの制限給水や管末の地域は終日断水の
状況となり、市民は浅井戸や河川の水を使用
するほかなく、赤痢や腸チフス等の伝染病の
発生に怯え、苦情が殺到する事態から、新た
な水源の確保が急務となった。
　そこで、河川式水道への変換を図るため、
多布施川取水権の獲得に４年以上の歳月を要
したものの、本市の基幹浄水場となる神野浄
水場を建設した。その後、河川水源の比重を
拡大していくにつれ、本市水道事業の黎明期
を支えたさく井水源はその役割を終え、順次
廃止されていくことになる。
　本市水道事業の黎明期を支えた水道施設は
現存していない。しかしながら、現在、本市上
下水道局の噴水には、ばっ気塔に設置されて
いた石板が、水道初期を窺い知るシンボルとし
て、先人たちの想いとともに引き継がれている。
� （佐賀市上下水道局執筆）

写真ー２ 第１水源地掘削状況

写真ー３ 第１水源地建設中 写真ー４ 石板が掲げられて
いる第４水源地

写真ー５ 現在も庁舎前の噴水に当時の石板が掲げられている
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エッセイ  l  暮らしの中からみた水環境　

雪 と 桜 と 水 と

見城 美枝子 氏 プロフィール
東京放送（現TBS）退社後、フリーとなり、海外取材を含め56ヵ国訪問。
執筆、講演、テレビ等でエッセイスト、ジャーナリストとしても活躍する
ほか、（公財）リバーフロント研究所理事をはじめ、東京都水道事業経営問題
研究会委員、（公財）給水工事技術振興財団評議員などを務める。

第５回

校歌は代表の教員がひとりで歌い、短縮型の卒業式を
決行したが、その後八戸に陽性者が出て、ＷＨＯがパン
デミックと決定する中、入学式は中止となった。
　オリンピックも判断を延ばしに延ばしてついに延期
が決定した。聖火が福島を出発する前で本当に良かっ
たと思う。復興オリンピックと銘打ったのだから、な
んと言っても福島発でオリンピックが始まるべきだと
考えていたからだ。再開は来年の７月23日説が現在最
も有力とのことなので聖火も今年と同じ３月26日頃ス
タートとなるのだろうか。
　福島に始まって東北関東中部と第一陣として走る聖
火ランナーに実は私も入っていた。
　ふるさと群馬県館林市の第一走者として３月31日に
栃木からの聖火を引き継いで走る事になっていた。
指揮系統は全て日本のＩＯＣに集約されていて、ＩＤ番
号とパスワードを登録したランナーにはメールが届く。
実はオリンピックの正式なユ
ニフォームもサイズを登録す
るだけで本番当日に渡される。
前もっての練習はなし。トーチ
購入希望者は走る一週間前ま

　コロナウイルス蔓延により３月末で177カ国、72万
人余りの人が感染、３万4,000人余りが死亡。信じられ
ないというニュースが続く中、コメディアンの志村け
んさんが亡くなった。不要不急の人以外は外出を控え
るようにと都からのお達しがあったあの雪の舞う中
で、私たちに笑いを提供し続けた終生コメディアンの
志村けんさんがこの世を去った。病院に入院して９日
目のことという。命には限りがある。コロナウイルス
では命を落とす人がいる。とわかってはいるつもりだ
が、70歳、ご本人も周囲も明日のスケジュールを見、
次なる仕事に向かっていた、そういういつもと変わら
ない日常が突然終わる。テレビを通し同時代を生きて
きた人を亡くすという事実。人は唐突に姿を消すとい
う喪失感、無力感の中、ただただ、合掌。
　まさかという事が今、次々と起きている。そしてそ
れは自分も含め世界中の人々にとって他人事ではない
現実のことなのだ。
　例年であれば桜がもつかどうか気をもむ卒業と入学
の春。幼稚園から大学まで式典の中止が決定される中、
この時点で青森県の感染者がゼロであった青森大学で
は全員マスク着用、名前を呼んでも立たず返事をせず、

「晴天の霹靂」の食味が証明している。水道水は八甲
田山系からの水が流れる横内川の水で、かつて利き水
大会で最も美味しい水と評価を得た事でもわかる。実
際、八甲田ロープウェー山麓駅舎には水飲み場があっ
て、そこの水は夏でも冷たくまさに甘露水。付属する
レストランでは市販のペットボトルを買おうとする観
光客に店の親爺さんが「この水が美味しいよ」と無料
の八甲田水を水筒に入れていくことを勧める。
　八甲田山ロープウェーにはスノーシーズン券とグリー
ンシーズン券とがあって、冬から春はスキーで、２月か
ら３月頃までは樹氷の中を滑るスキー客を乗せ、４月
からは春スキーが楽しめる。夏は夏山。秋は紅葉。こ
のオールシーズン、水が美味しい。夏にロープウェー山
頂駅の標高1,342ｍの田茂萢岳（たもやちだけ）を登っ
て少々の山歩きをすると、田茂萢湿原に着く。毛無岱
湿原、睡蓮沼、地獄沼、と八甲田山系の湿地帯は多く、
八（たくさんの）甲（たて）状の峰と山上のたくさんの
田代（湿原）という八甲田の名の由来に納得する。

　猛威を振るっているコロナパンデミックだが人が平
常心で対応できているのは現代人が生きていくための
三大ライフライン、電気ガス水道が正常に機能してい
るからではないだろうか。電気ガスは細菌汚染の心配
が無いが水はかなり心配だ。が、塩素消毒に弱いとさ
れているコロナウイルス。上下水道がほぼ完備されて
いる日本。飲み水は勿論だが今回のように手洗い慣行
が重要といわれ、社会的インフラとして水道が正常に
機能している事は日本人が理性を保っている、隠れた
そして大きな要因のひとつではないだろうか。

でにネットで予約し、前納以外は購入不可。ユニフォー
ムの下、靴下、シューズは可能な限り白を各自用意、
等々、ルールに従って心と物の準備をしてきた。
　ウォーキング歴は20年程と長く、毎日早歩きで１万
歩程度は歩いているのだが、ジョギング経験はゼロ。
責任を感じ近隣の小学校の校長先生がアスリートと伺
いコーチをお願いし、校庭での準備体操に始まって一
定の速度で走る練習もしていた。右手にはトーチの代
わりに２ℓ入りのペットボトルを掲げて１周200mの校
庭を何周もした。太らないようにも気をつけた。聖火
ランナーは延期再開には優先的に走れるようだが、
このモチベーションを１年継続する事になる。オリン
ピックのアスリートたちの心境や如何に。
　静かな朝。七分咲きとなっ
た桜の木に名残りの雪が舞
う。いつものコースをウォー
キング。出るなと言われて
本当に人がいない。日頃で
もそれほど大勢の人が行き
交うわけでは無いが、それ
でもこれほど人気（ひと
け）が無いのは初めて。
　雪が舞うせいか都心なのに空気は澄んできれい。
　この薄い雪、青森であればわざわざ雪だ、と話題に
出すような雪ではないが、今年の青森は雪が少なく、
実は降っても厚く積もることがなかった。昔は雪上車
によって掻き上げられた雪が軽く２m位の壁を作って
いたが、道は乾き雪の深さがわかる道路の標識も陽に
照らされて所在なく立つばかり。
　「夏の水は大丈夫かな」八甲田に降る雪を心配して

の声だ。
　青森の水は美味しい。美味
しい水は美味しいお米を作る。
青森の雪解け水が育んだお米

見 城  美 枝 子

青森大学副学長
エッセイスト ジャーナリスト

小学校の校庭で
聖火リレーの練習を行う筆者

八甲田ロープウェー
山麓駅舎内の湧水

田茂萢（たもやち）湿原 ロープウェー車窓から望む夏の八甲田

雪と桜の公園

ひっそりと人気の無い明治通り
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キング。出るなと言われて
本当に人がいない。日頃で
もそれほど大勢の人が行き
交うわけでは無いが、それ
でもこれほど人気（ひと
け）が無いのは初めて。
　雪が舞うせいか都心なのに空気は澄んできれい。
　この薄い雪、青森であればわざわざ雪だ、と話題に
出すような雪ではないが、今年の青森は雪が少なく、
実は降っても厚く積もることがなかった。昔は雪上車
によって掻き上げられた雪が軽く２m位の壁を作って
いたが、道は乾き雪の深さがわかる道路の標識も陽に
照らされて所在なく立つばかり。
　「夏の水は大丈夫かな」八甲田に降る雪を心配して

の声だ。
　青森の水は美味しい。美味
しい水は美味しいお米を作る。
青森の雪解け水が育んだお米

見 城  美 枝 子

青森大学副学長
エッセイスト ジャーナリスト

小学校の校庭で
聖火リレーの練習を行う筆者

八甲田ロープウェー
山麓駅舎内の湧水

田茂萢（たもやち）湿原 ロープウェー車窓から望む夏の八甲田

雪と桜の公園

ひっそりと人気の無い明治通り
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水団連　第143号

　家島町は、兵庫県南西部の姫路市に属し、

播磨灘の中央に浮かぶ家島群島によりなって

います。

　家島群島は姫路市の南西約18kmに位置す

る家島本島をはじめ、坊勢島、西島、男鹿島

の有人島４島を中心とした東西26.7km、南

北18.5kmにわたって散在する40余りの島々

からなり、いずれも穏やかな播磨灘の風景に

溶け込んだ美しいたたずまいを見せていま

す。気候は典型的な瀬戸内海気候であり四季

を通じて温暖・少雨で住みよい地域です。

　しかしながら家島群島では昔から極度の水

不足に悩まされ、周囲を豊かな海に囲まれな

がら皮肉にも“水”との戦いを余儀なくされて

きました。各所に井戸を掘り、天水（雨水）を

貯め、「不足になれば遠くの谷間まで水を汲み

に行き、天秤棒に桶を担いで家へ持ち帰るの

家島群島「家島」1

家島の水事情2

が子供たちの日課」

であったということ

を島民の人は昔を

振り返り言われま

す。その後、昭和

20年代から30年代

にかけて、家島本

島、坊勢島、男鹿島

と簡易水道を敷設し、

水源は、谷あいをせき止

めて小さなダムを造った

り、ため池を改修したりと

水の確保に尽力してきましたが、渇水期には

貯水池が空になる状態で、時間給水や給水不

能ということも続いていました。

　島内の水源だけでは足りず水不足を解消す

るために、本土から水を購入するすべしかな

く簡易水道施設として水運搬船「水道丸」を

昭和41年に進水させました。この船は総トン

数180t、清水積載量320㎥の鋼船であります。

対岸の赤穂市より１日２航海し、浄水を家島

へ運び続けましたが悪天候や修理、定期検査

などで航海ができないこともあり、１日数時

間の給水しかできない状態でありました。深

刻な水不足を解消するため昭和48年に海水淡

水化施設の建設に着手し、昭和50年に完成し

て造水を開始しました。その装置は、多段フ

水を求めて3

兵庫県

神戸

淡路島

家島群島

姫路市

家島十景「宮浦夜泊」から望む家島湾内

兵庫県の南西部

播磨灘に浮かぶ島「家島」
姫路市水道局施設課家島担当

第１回
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第１回　兵庫県の南西部　播磨灘に浮かぶ島「家島」

ラッシュ式蒸発法と呼ばれ海水をフラッシュ

蒸発させ水蒸気を冷却して清水とするもので、

造水能力は１日1,000㎥。公営水道の水源とす

る多段フラッシュ法による造水装置は、全国

でも最初の試みであり画期的な施設でありま

した。海水淡水化施設は順調に運転を続けて

いましたが、オイルショックにより石油価格の

上昇による造水コストの高騰、装置の補修期

間の増加、さらには水需要の急増によりさらに

水不足が深刻化する一方で、島内の自然水、

水運搬船、海水淡水化の３種類をフル活用し

ていましたが、恒常的な時間給水を余儀なく

され、１日12時間の断水が常例でありました。

　既存施設の老朽化と水需要増により、新し

い水源を求めることが必要となったため、昭

和56年水道事業の基本計画を策定し、その検

討では「新しい水運搬船の建造」か「海底送

水管の敷設」かの総合的な比較検討を行い、

安全性に優れ、長期的な視点では経済性にお

いても勝る海底送水管敷設に決定しました。

当時の給水人口は約9,400人で、昭和57年度

から昭和59年度の３ヶ年の継続事業で施工す

ることになり、まず海底送水管の工事は、昭

和58年５月に赤穂～家島間13.8kmを、同年

安心安全な水道水を
お届けするために

4

７月には、家島～坊勢島間を1.2km及び坊勢

島～西島間0.6kmをそれぞれ敷設完了し、陸

上工事も順調に進み昭和59年５月に工事完成

の運びとなりました。この事業は、総事業費

27億円に及び、家島町の一般会計予算規模を

上回る、文字通り家島町始まって以来の大事

業であったとのことです。時間給水も無く「蛇

口をひねれば24時間いつでも水が出る」と

いった家島町の水道は初めて安定給水ができ

るようになり島民も大いに喜びました。また、

唯一、海底送水管が繋がっていなかった男鹿

島についても平成11年～ 12年にかけて家島

～男鹿島間2.8kmの海底送水管を敷設し、こ

れで家島有人４島が海底送水管で結ばれ完全

安定給水を行っています。各島々へ敷設して

いる海底送水管はそれぞれ種類やサイズや長

さも異なりますが、赤穂～家島間の海底送水

管は管１本ものでの長さは今だ日本一といえ

るものです（口径300mmポリエチレン被覆

鋼管）。海底送水管で本土と繋がり、家島有

人４島も繋がり、海を隔てた離島であっても、

管で繋がっているため安心感があります。ま

た、たった１本の海底送水管で島民の生活を

守るべく、日々、水質などの監視や施設の点

検、機器の整備を行っておりますが、家島の

「命の水」をきらさぬよう、強靭な水道施設

を目指して施設の老朽化対策及び設備更新に

取り組んでまいります。

水運搬船「水道丸」（当時）

海水淡水化施設（当時）

海水淡水化装置（当時）

赤
穂
～
家
島
間
　
海
底
送
水
管
敷
設
状
況
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水団連　第143号 ビバ！マイカンパニー

株式会社 栗本鐵工所　鉄管事業部 業務部　
　藤井　洋一

ビバ
！

マイカンパニー
第13回

「栗本鐵工所の 
社会・地域貢献活動」

モノづくりで未来を創る、クリモト

　クリモトは、1909年の創業以来、お客様満
足第一のモノづくりに徹して、社会のインフ
ラ整備、ライフラインや産業設備の拡充に貢
献してきました。
　これからも、これまでに培った技術力にさ
らに磨きをかけ、独自の技術と製品・サービ
スで社会の生命線と人々の暮らしを守り、社
会に貢献し続けたい。そして、チャレンジ精
神・創造力溢れるオンリーワン企業へ。それ
が、クリモトの願いです。

地域・社会とともに

　当社グループでは、企業理念にうたう「私
たちは水と大気と生命（いのち）の惑星、地
球を大切にし、人間社会のライフラインを守り
ます」をさまざまな形で実践するため、地域社
会に対して貢献活動を行っています。今回、
その活動のいくつかを紹介させていただきます。

「ふくしま浜街道・桜プロジェクト」に参画

　「故郷に帰る子供達のために。ふくしま浜

街道に２万本の復興桜
を」の想いで立ち上げ
られた「ふくしま浜街
道・桜プロジェクト」
に寄付をもって参画し
ています。
　このプロジェクト
は、いわき市から新地
町までの総延長163kmに２万本の桜並木をつ
くり、震災、原発事故の復興のシンボルとし
て末永く維持管理していくことにより、後世
に語り継ぎたいとの想いが込められています。

地域清掃活動

　本社を含めた各事業所では、自然環境保護

「広瀬川１万人プロジェクト」（東北支店）
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第13回「栗本鐵工所の社会・地域貢献活動」

を目指し、地域の皆様と河川区域の清掃活動
を実施しています。今後も継続的に参加する
ことで、微力ながらも河川の水質改善に貢献
していきます。

手作りパン＆クッキー販売

　大阪府では、府内の福祉施設で働く障がい
者の工賃向上に向けた取組み「大阪府工賃向
上計画」を推進しています。そこで当社の本
社および一部の在阪工場で
は、ＣＳＲ活動の一環とし
て、月に一度、障がい者の
方が作られたパン＆クッ
キーを販売する場を提供し、
その活動を支援しています。

災害時の避難場所として

　当社住吉工場は、本館屋上に備蓄倉庫や周辺
への注意喚起設備を設置することで、従業員だ
けでなく近隣住民の避難場所にもなっています。

合言葉は、「BEYOND THE BORDER!」

　当社は2019年２月に創立110周年を迎えまし
た。我々がこれまで築き上げた歴史や事業は堅
持しつつも、変えるべき分野では事業の境界線
を越えて、新しい事業領域にチャレンジしていき
ます。合言葉は、「BEYOND THE BORDER！」

クリモトイメージソング＆プロモーションムービー

　「変わる」クリモトの想いをイメージソン
グにしました。朝ドラ仕立てのストーリーで、
聴く人を勇気づける歌にあわせて、新しいコ
トへ挑戦し続ける「くりもとさん」の奮闘ぶ
りを是非ご覧ください！

「クリーン太田川」（中国支店）

災害時、近隣に避難を呼びかけるスピーカー

月に一度のお楽しみ！

パンもたくさんの種類があります クリモトイメージソング
「Challenge to change」
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2020年度「ミス日本『水の天使』」に
中村真優さん

　2020年度ミス日本グランプリ決定コンテストは
令和２年１月20日、東京・新宿の京王プラザホテ
ルで開催され、応募者2,525人のうち、最終選考
に残った13人の中から、ミス日本グランプリ、ミ
ス日本ミス着物、ミス日本みどりの女神、ミス日
本「海の日」、ミス日本ミススポーツとともに当
連合会も協賛しておりますミス日本「水の天使」
が選ばれ、この「水の天使」に千葉県出身で獨協
大学法学部総合政策学科２年の中村真優さん（な
かむら・まゆ 21歳）が選ばれました。
　表彰式では、「21世紀の下水道を考える会」協
議会を代表して岡久宏史（公社）日本下水道協会
理事長が中村さんに賞状とトロフィーを手渡しま
した。

新型コロナウイルスの影響による諸行事の中止等

�　水団連では新型コロナウイルスの感染防止を考
慮し、例年開催していた以下の行事について中止
あるいは開催方法の変更を行いました。
　１．第45回関東全水道人囲碁大会（中止）
　２．�令和３年度水道関係政府予算編成に対する

要望活動（事務局対応）
　３．第163回広報宣伝委員会（書面審議に変更）
　４．第165回理事会（書面審議に変更）

会議等開催状況

第５回水道の基盤強化支援ワーキンググループ　
� 2.1.22
　１．各サブワーキングの進捗状況
　２．令和２年度実施事業等の検討

第65回企画委員会　2.2.4
　令和２年度事業計画（案）

第211回資格審査委員会　2.2.4
　入会案件（２社）

第77回予算委員会　2.2.14
　令和２年度予算（案）

第147回機関誌編集小委員会　2.2.20
　春季号（143号）編集方針

第81回団体連絡会議　2.2.20
　１．令和２年度事業計画（案）
　２．令和２年度予算（案）

第86回海外委員会　2.3.12
　１．JICAの民間連携事業について【講演】
　２．令和元年度取組状況報告と今後の進め方

第163回広報宣伝委員会　2.3.19
　１．函館水道展の来場者のまとめ
　２．函館水道展のアンケート
　３．仙台水道展の概要

第165回理事会　2.3.25
　１．令和２年度事業計画（案）
　２．令和２年度予算（案）

講演会等

１．テーマ「地震・津波と情報」　2.1.31
　講師　�気象庁東京管区気象台業務課地震津波防

災官　若山　昌彦氏

２．�テーマ「令和２年度上・工・下水道関係政府
予算（案）を聞く会」　2.2.18

■ 水  ■ 団 ■ 連 ■ だ ■ よ ■ り ■
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　講師　�「水道関係予算案」 
厚生労働省医薬・生活衛生局水道課課長
補佐　松村　達司氏

　　　　�「工業用水関連予算案」 
経済産業省経済産業政策局地域経済産業
グループ地域産業基盤整備課課長補佐　
堀　宏行氏

　　　　�「下水道事業予算案」 
国土交通省水管理・国土保全局下水道部
下水道事業課企画専門官　山縣　弘樹氏

会員の現在数

　団体会員　 33
　会社会員　210 
　合　　計　243

入　会（２社）

株式会社 ヤマト
　所 在 地　�群馬県前橋市古市町118番地
　代 表 者　�代表取締役社長執行役員　 

町田　豊 氏

　ホームページ　�https://www.yamato-se.co.jp
　業務内容　�水道資材器具の販売
　入会月日　�令和２年４月１日

株式会社 岩城
　所 在 地　�岐阜県可児市柿下２番地の１
　代 表 者　�代表取締役社長　文城　弘 氏
　ホームページ　�http://www.iwaki-spc.co.jp
　業務内容　�水道用ステンレス鋼管・水道用塗覆

装鋼管の製作、鋼管溶接工事・配管
工事

　入会月日　�令和２年４月１日

会員名変更

東京水道株式会社
　旧会社名　株式会社 ＰＵＣ
　変更月日　令和２年４月１日

アンリツ株式会社
　旧会社名　アンリツネットワークス株式会社
　変更月日　令和２年４月１日

退会３社
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編 集 後 記

機関誌  水　団　連

　３月11日に世界保健機関（WHO）は、世界各
地で感染が拡大する新型コロナウイルスについ
て、新型インフルエンザが流行した2009年以来と
なる「パンデミック」を宣言しました。日本国内
においては、経済活動の停滞・混乱を招き、各種
イベントの自粛要請や小中高等学校の一斉休校
など、我々の生活を取り巻く環境が大きく変化し
ました。私ども水団連におきましても、２月29日
に予定しておりました関東全水道人囲碁大会や３
月25日の関係省庁に対しての要望活動など重要
な事案を自粛・中止せざるを得ませんでした。終
息の兆しが見えない状態ではありますが、対策に
ご尽力されている関係各所の皆様に敬意を払い
ますとともに、一刻も早い終息を望むばかりです。
　さて、今号の巻頭言では、（公社）日本下水道
協会の岡久理事長にマネジメント時代が到来する
中で、官民ともによりよいWin－Winの関係を築
くための２つのご提案についてご執筆いただきま
した。トピックスでは平成30年度補正予算から緊
急的に実施され、防災・減災、国土強靭化のた

めの対策に関する最終年度となる令和２年度の政
府予算について関係省庁に解説いただきました。
情報ファイルでは、構想から70年を経て完成した
八ッ場ダムについて、国土交通省関東地方整備
局元・八ッ場ダム工事事務所の朝田所長に執筆
いただいた他、LTE-Mを活用した水道自動検針
の実証実験を行っている旭川市水道局の取組み
や、コンセッション方式による事業運営を開始し
た高知県須崎市についてなど２本の原稿を掲載し
ています。その他、好評のシリーズとして「水を
支えた施設を訪ねて」や見城美枝子氏の「エッ
セイ」などバラエティに富んだ内容となっています。
　また、今号から新企画「『島』の魅力と水道」
を開始しました。この企画は島の魅力を伝えてい
ただくとともに、島の暮らしを支える水道の概要
をご紹介いただくものです。第１回目は日本最長
の海底送水管で給水を行う家島について姫路市
水道局にご執筆いただきました。皆様ご一読よろ
しくお願いいたします。
� （専務理事　宮﨑　正信）
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モバイル通信

モバイル通信端末

モバイル通信網モバイル通信網
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【登録・認証資格】
◆プライバシーマーク登録事業者
◆ISO 9001認証
◆ISO／IEC 27001認証
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名古屋市中区錦3-5-27 　　　　  錦中央ビル4F
TEL 052-857-9011　FAX 052-857-9012

水道事業営業部
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シールドトンネル内配管工法 ステンレス角型配水池

飲料水兼用耐震性貯水槽 パイプインパイプ工法
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〒１０２-００７４　東京都千代田区九段南四丁目８番９号　日本水道会館３階
電話（0 3）3 2 6 4 - 1 6 5 4　FAX（0 3）3 2 3 9 - 6 3 6 9

http://www.suidanren.or.jp
e-mail office@suidanren.or.jp
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